
目 的

雪解けのころから飛散するハンノキ属花粉に始まり、秋
のヨモギ属花粉に至るまで、北海道では様々な樹木や野草
の花粉が飛散する１）。これらの中には花粉症の原因となる
ものがあり、特にシラカバ花粉は最も主要な原因花粉となっ
ている２，３）（本稿では、シラカンバ、ダケカンバ、ウダイ
カンバなどのカバノキ属花粉をシラカバ花粉と総称する）。
花粉の飛散量、飛散時期は年ごとに気象条件や気候の影響
を受ける４－６）。とりわけ樹木花粉の飛散量は年ごとに大き
く異なり、シラカバ花粉では花粉飛散量が多い年と少ない
年で大きな差があり４－６）、我々の札幌における調査で最多
であった２０１８年の捕集数は、最少であった２００７年の捕集

数の約２４倍に及ぶ（未発表データ）。花粉症の発症を抑え
るには、花粉の曝露を避けたり、あらかじめ薬を使用する
ことが有効とされている７）。従って、いつどのような花粉
がどれくらい飛散するかを知ることが、花粉症対策には重
要である。そこで我々は、花粉症対策の一環として、１９９６
年に花粉飛散量調査を開始した８）。北海道は広く、植生が
地域により様々であることから、地域ごとに花粉の観測を
行う必要がある。これまで道内各保健所の協力を得て、現
在は合計７観測地点（函館市、札幌市、岩見沢市、旭川
市、帯広市、北見市及び稚内市）で花粉飛散量調査を行っ
ている１，９－１６）。
本稿では、２０１９年の道内全７観測地点における代表的

な花粉症原因花粉（ハンノキ属、スギ属、シラカバ、イネ
科、ヨモギ属）の飛散量調査結果について報告する。

方 法

花粉飛散量調査は、既報１６）と同様に以下に示す７地点に
おいてダーラム型花粉捕集器を用いて調査を行った。

道衛研所報 Rep. Hokkaido Inst. Pub. Health,７０,９―１３（２０２０）

北海道の７観測地点における２０１９年の花粉飛散量調査

Survey of Airborne Pollen in Seven Monitoring Stations in Hokkaido, Japan in２０１９

武内 伸治 平島 洸基 小林 智 藤本 啓
日下 弘之＊１ 村田 博光＊１ 玉手 直人＊１ 久保田晶子＊２

伊藤真紀子＊２ 伊東 和徳＊２ 山本 聡＊２ 跡部美由紀＊２

藤原 修＊２ 武石 昌樹＊３ 本間 瑞生＊３ 木村 徳治＊３

菊池 英次＊３ 川口 愉加＊３ 三浦 幸代＊４ 古田 雅弘＊４

荒井 桂介＊４ 松井 秀明＊５ 杉本麻梨琴＊５ 山崎 隆一＊５

竹田 豊輝＊５ 山川 覚＊５ 鈴木 瑛登＊６ 渡辺 淳一＊６

内山 康裕＊６ 山田 昌志＊７

Shinji TAKEUCHI, Koki HIRASHIMA, Satoshi KOBAYASHI, Toru FUJIMOTO,
Hiroyuki KUSAKA, Hiromitsu MURATA, Naoto TAMATE, Akiko KUBOTA,

Makiko ITO, Kazunori ITO, Satoshi YAMAMOTO, Miyuki ATOBE,
Osamu FUJIWARA, Masaki TAKEISHI, Mizuki HONNMA, Noriharu KIMURA,

Eiji KIKUCHI, Yuka KAWAGUCHI, Sachiyo MIURA, Masahiro FURUTA,
Keisuke ARAI, Hideaki MATSUI, Mariko SUGIMOTO, Ryuichi YAMAZAKI,
Toyoki TAKEDA, Satoru YAMAKAWA, Eito SUZUKI, Junichi WATANABE,

Yasuhiro UCHIYAMA and Masashi YAMADA

Key words：airborne pollen（空中花粉）；pollinosis（花粉症）；Betula（カバノキ属）；birch（シラカバ）；
pollen information（花粉情報）

＊１北海道渡島総合振興局保健環境部保健行政室
＊２北海道空知総合振興局保健環境部保健行政室
＊３北海道上川総合振興局保健環境部保健行政室
＊４北海道十勝総合振興局保健環境部保健行政室
＊５北海道オホーツク総合振興局保健環境部北見地域保健室
＊６北海道宗谷総合振興局保健環境部保健行政室
＊７北海道保健福祉部健康安全局地域保健課 感染症・特定疾患グループ

―９―



函館：渡島総合振興局合同庁舎屋上、地上１４m
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地上５m

稚内：宗谷総合振興局保健環境部保健行政室車庫屋上、
地上５m

調査期間は２０１９年３月から９月末であり、空中花粉の
捕集、識別及び計数は、既報１６）に従い以下のように行った。
ダーラム型花粉捕集器にワセリンを薄く塗布したスライド
グラスを固定し、自然落下する花粉を捕集した。毎朝９時
にスライドグラスを交換することにより２４時間捕集とし
た。なお、北見と稚内の調査地点では、土、日及び祝日分
はそれらの前日分とまとめて１枚のスライドグラスに花粉
を捕集した。花粉の観察はゲンチアナバイオレットを用い
てスライドグラス上の花粉を染色し、顕微鏡下で識別及び
計数を行った。花粉の同定は、標準花粉プレパラートとの
比較、検索表１７）及び観測地点周辺の植物の開花時期等を参
考に、属レベルまでの識別を行った。ただし、イネ科花粉
は花粉管口が１つで花粉表面の模様がなく、花粉形態が単
純で属間の識別が困難であるため、科レベルまでの識別と
した。

結 果 と 考 察

７観測地点における飛散花粉観測結果（図１～５）と例年
値に対する比を表１に示した。
ハンノキ属花粉については、２０１８年のハンノキ属花粉

の捕集数は、全７観測地点で例年値を下回ったことを前報
で報告した１６）。それに対して２０１９年のハンノキ属花粉捕
集数は、旭川と稚内以外の５地点で例年値より少なく、全
道的に同調するものではないことが示された（表１）。ハ
ンノキ属花粉はシラカバ花粉と共通抗原を有しており１８）、
花粉症対策上重要な花粉であるが、シラカバ花粉と増減傾
向が異なっており、ハンノキ属花粉飛散量に影響する気象
因子等の解明は今後の課題である。
スギ属花粉は稚内で観測３年目にして初めて観測され、

稚内でもスギ属花粉が非常に少ないものの飛散することが
判明した（図２、表１）。スギ属花粉の捕集数は札幌で例年
値を少し上回った（１１４％）以外、他の５地点では前年の
２０１８年と同様に例年値を下回った（表１）。年間総捕集数
において、２０１９年に北海道で最も多かった観測地点は函
館（３２０個/cm２）であったが、日本国内３７地点の平均値
は６，９００個/cm２であり、最大のいわき市の観測地点（１９，３６６
個/cm２）１９）と比較すると６０分の１以下と少なかった。
シラカバ花粉捕集数は、札幌と帯広では前年（２０１８年）

に過去最高を記録した１６）が、２０１９年はそれぞれ例年比で
３３％及び３０％と非常に少なかった（表１）。他の地域でも

図１ 北海道の７観測地点におけるハンノキ属花粉捕集数
（２０１９年）
函館は３月１４日観測開始
岩見沢、旭川、帯広、北見、稚内は４月１日観測開始

図２ 北海道の７観測地点におけるスギ属花粉捕集数
（２０１９年）
岩見沢、旭川、帯広、北見、稚内は４月１日観測開始
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図４ 北海道の７観測地点におけるイネ科花粉捕集数
（２０１９年）

図３ 北海道の７観測地点におけるシラカバ
（カバノキ属）花粉捕集数（２０１９年）

図５ 北海道の７観測地点におけるヨモギ属花粉捕集数
（２０１９年）
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稚内を除きシラカバ花粉の飛散が少ない傾向が認められた。
花粉が多く飛散した次の年は花粉の飛散が少なくなると言
われており２０）、２０１９年の稚内を除く地点にもこのような
傾向が認められた。なお、稚内に関しては、観測年数が３
年と短いことから、今後の調査の継続により飛散増減の傾
向を明らかにしていく必要がある。
イネ科花粉の捕集数は例年並みから例年値の１６６％（旭

川）の範囲内であった（表１）。全体的に２０１８年１６）と同様
のイネ科花粉飛散パターン（図４）が認められ、２０１９年に
おいても、各花粉観測地点周辺のイネ科牧草の生育環境や
草刈りの頻度等に大きな変化が無かったことが推察された。
ヨモギ属花粉については、函館、帯広の観測地点で花粉

捕集数が多く観測され、観測地点により大きく異なる結果
であった（表１）。ヨモギ属花粉はイネ科花粉と同様に草
本花粉であるため、局地的な植生を強く反映する花粉であ
る。それぞれの地域ごとに、その年の草刈りの時期や頻度
等の影響により差が生じたものと推察された。
花粉症発症や予防のためには、花粉の種類ごとに飛散時

期と飛散量を把握することが非常に重要である２１）。長期的
な気候の変化や、植生の移り変わりにより飛散する花粉の
種類や時期が変化する可能性もあるため、今後も花粉飛散
量調査を継続していく必要があると考える。

要 約

２０１９年の道内７観測地点（函館、札幌、岩見沢、旭川、
帯広、北見及び稚内）において、５種の花粉（ハンノキ属、
スギ属、シラカバ、イネ科及びヨモギ属）の飛散量調査を
行った。ハンノキ属花粉捕集数は、旭川と稚内以外で少な
かった。スギ属花粉捕集数は、札幌以外で全道的に少なかっ
た。なお、稚内で非常に少ないものの観測３年目にして初
めてスギ属花粉が観測された。シラカバ花粉捕集数は稚内
を除いて全道的に少なく、全道的に多かった２０１８年の翌
年ということが影響したことが推察された。イネ科花粉は
例年並みから例年値の１６６％の範囲内であった。ヨモギ属
花粉については、函館、帯広の観測地点で花粉捕集数が多
く観測された。

飛散している花粉は通常肉眼では見えないため、本調査
で得られる情報は花粉症対策において有用と考える。気候
や植生は徐々に変化する可能性があるため、花粉観測を今
後も継続し、花粉症対策に活用していくことが肝要と考え
る。
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